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１．はじめに 

主に戸建て住宅用の地盤調査として実施されているス

ウェーデン式サウンディング試験（以下、ＳＷＳ試験）

については、「JIS A 1221 スウェーデン式サウンディング

試験方法」にその試験方法が規定されている。 

ＳＷＳ試験に用いる試験機は、おもりの載せ替えやロ

ッドの回転など、一連の作業を手動で行う（以下、手動

式とする）方法に加え、最近ではロッドの回転を機械的

に行う試験機（以下、半自動式とする）や、おもりの載

せ替え、ロッドの回転、調査結果の記録など一連の作業

をすべて機械的に行う試験機（以下、全自動式とする）

が開発されており、実務ではこれら機械式試験機の普及

が進んでいる。 

半自動・全自動式の試験機は、専門メーカーや地盤調

査業者により製造・販売されており様々な機種があるが、

これらについては、JIS に定められた通りに荷重や沈下を

制御できるものであるかなど不明な点も多く、各試験機

の測定精度を確認することが肝要である。また、全自動

式の試験機においては、ＳＷＳ試験特有の自沈層の判定

基準やその結果の表示方法などについても、JIS との整合

を確認する必要があり、検討すべき課題となっている。 

２．試験項目 

ここでは、SWS 試験の方式の違い(手動・自動の別)が

SWS 試験結果に及ぼす影響を確認するため、同一敷地内に

おける手動式と全自動式による SWS 試験を実施した。ま

た、SWS 試験機の測定精度を確認するため、試験機種毎に

おけるロッドに掛かる鉛直荷重の計測を行った。 

３．試験方法及び結果 

(1) SWS 試験の方式の違い(手動・自動の別)が SWS 試験結

果に及ぼす影響 

 同一敷地内において手動式と全自動式による SWS 試験

をそれぞれ行い、その結果、得られる Nsw(SWS 試験にお

ける 1m あたりの半回転数)の比較・検証を行った。手動

式と比較した試験機種は、特定非営利活動法人 住宅地

盤品質協会の会員社へアンケート調査を行った結果、最

も使用頻度の高かった機種（以下、全自動 A とする）と

した。また、SWS 試験は 35 箇所の現場にて行い、合計

942 ポイントの測定結果（Nsw）を抽出した。なお、抽出

した Nsw は、SWS 試験の適用範囲を考慮し、調査深度約

10m 以下及び Nsw150 以下の条件を満足するものとした。 

 

①Nsw の大きさについて 

 SWS 試験による Nsw の比較結果を表 1 に示す。 

表１ 手動式と全自動式による SWS 試験結果 

試験方法 ΣNsw 標準偏差 平均 Nsw 

手動式 839 907 71 

全自動式 739 788 65 

・ΣNsw：調査１本あたりにおける Nsw の合計 

・平均 Nsw：１調査区間(25cm)あたりの Nsw 

試験結果より、全自動式を用いた場合の Nsw の値は、

手動式に比べて、平均で 10％程度小さいことが確認され

た。この原因としては、全自動式の場合にはロッドに慣

性力が作用することや、ロッドに作用する鉛直荷重のば

らつきが原因ではないかと考えられる。 

また、全自動式を用いた場合の Nsw のばらつきは、手

動式よりも 15％程度小さいことが確認された。全自動式

の場合には、モーターによる自動回転装置が備えられて

いるため、安定した回転作業が行われていることがその

理由であると考えられる。 

②自沈層の評価について 

 自沈層の判定結果例を図 1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 自沈層判定結果 

 図 1 より、全自動式を用いた場合、手動式よりも自沈

時荷重が大きく判定される傾向であることが確認された。 

この原因を探るため、全自動式試験機に組み込まれてい

る測定プログラムにおける自沈層の判定条件等を確認し

た。全自動Ａにおける判定条件等を以下に示す。 

a)ロッドの沈下速度が 88mm/sec(以下、自沈判定速度とす

る)に達した場合に自沈状態と判断される。 

b)自沈状態が 2.0 秒（以下、自沈判定時間とする）以上

続いた場合に荷重の除荷作業に移行する。 

c)荷重の除荷作業は、最重量荷重 1000N から荷重段階を

１段ずつ(750N,500N,250N)下げる。 
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これらの結果、JIS(最軽量荷重 50N から荷重を増加さ

せて自沈時荷重の確認を行うこととされている)とは異な

る方法で荷重の除荷作業が行われていること及び荷重が

除荷される間にロッドの沈下が進むことなどが、手動式

との自沈層判定荷重の差異の理由であると考えられ、実

際よりも大きな自沈時荷重が記録されている恐れがある。 

①、②の結果より、ロッドに作用する鉛直荷重につい

て計測を行うこととした。その結果を以下に示す。 

(2)SWS 試験機種毎におけるロッドに掛かる鉛直荷重 

 半自動式及び全自動式の試験機におけるロッドに掛か

る鉛直荷重を確認するため、写真 1 に示す装置を用いた。

また、計測装置の概念図を図２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 計測状況       図２ 計測装置概念図 

 計測した試験機種は、半自動式 3 種類、全自動式 2 種

類である。また、計測した設定荷重（P）は各試験機にお

いて、それぞれ 250,500,750,1000N とした。なお、実際

の SWS 試験時と類似した条件下における荷重を測定する

ため、設定荷重 250,500,750N においてはロッドを自沈状

態とし、設定荷重 1000N においてはロッドを回転・沈下

状態とした。 

 P=1000N の場合における測定結果一覧を表 2、全自動Ａ

の場合における荷重及び沈下履歴を図 3 に示す。なお、

本試験では荷重計測装置を用いた場合において、全自動

式試験機に自沈層と判定させるため、試験機の測定プロ

グラムにおける設定値を自沈判定速度 10mm/sec、自沈判

定時間 0.0 秒としている。 

試験結果より、試験機種の違いによる設定荷重に対す

るばらつきは、+26～-7％であることが確認された。Nsw

及び自沈判定に関する手動式と全自動式の差異は、この

鉛直荷重のばらつきが原因の１つであると考えられ、今

後、鉛直荷重と Nsw の関係などについて詳細な調査をす

る必要がある。 

また、設定荷重よりも小さな荷重が確認された試験機

については、SWS 試験により得られる Nsw を実際よりも大

きく評価する傾向にあるため留意が必要となる。 

 図 3 より、全自動 A における荷重の除荷作業は、JIS と

は異なる方法であることが分かった。ただし、自沈判定

時間を短くするなど自沈判定条件の設定変更をした結果、

ロッドが沈下してから荷重が 250N に除荷されるまでに要

した時間(t)は約 3.7 秒、その間における沈下量は 34mm

であった。よって、自沈判定速度及び自沈判定時間を適

切に設定することにより SWS 試験の測定区間 250mm 以内

における荷重の除荷作業が可能であると考えられる。 

表２ 鉛直荷重測定結果一覧 
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設定

荷重
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実測平均 
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分散 
標準

偏差 

全

自

動

A

1000

1014 101 158 12.6 

B 1051 105 458 21.4 

半

自

動

A 955 96 831 28.8 

B 1049 105 18 4.2 

C 1055 105 646 25.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 荷重及び沈下履歴(全自動 A) 

４．まとめ 

本試験の結果より、確認された事項を以下に示す。 

・半自動式及び全自動式の試験機におけるロッドに掛か

る鉛直荷重には、ばらつきがある。 

・半自動式及び全自動式の試験機を用いた場合に得られ

る Nsw の値は、手動式の試験機を用いた場合と比べて

小さくなる傾向のものが多く、その逆に大きくなるも

のもある。 

・全自動式の試験機における自沈時の荷重は、実際より

も大きく判定される傾向にある。 

これらの結果、自動式の試験機を用いる場合には、JIS へ

の適合性を確認するための校正試験などが必要であると

考えられる。 
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